
2015 年度 自己点検・評価 【神学研究科】 
 

 

＜理念、目的、教育研究目標、方針等＞設定・確認シート 作成日：2016 年 2 月 19 日 

責任者 神学研究科委員長 作成部局 神学研究科 

 

Ａ票 

A‐1 神学研究科の理念 変更の有無 

 神学研究科は、「キリスト教の伝道に従事すべく選ばれた者を鍛錬する」（関西学院創立時制定の「憲法」第二款「目的」）ことを基に、高度な神学研究なら

びに神学教育を行い、神学の普及に努める。 

有り 

☐無し 

A-2 神学研究科の人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（学則上） 神学研究科の目的（Ｗｅｂサイト上） 変更の有無 

 神学研究科は、関西学院創立時の基本理念を継承し、神学における専門研究者の育成とキリ

スト教会やキリスト教主義学校教育、社会福祉や社会活動などの領域において指導的な役割

を果たすことができる、高度な専門的知識を具えた職業人を育成することを目的とする。併

せて、幅広くキリスト教に関する知見を具え、多元化社会において深い見識の下、具体的な

社会や世界の問題を発見し、これと取り組み、解決できる人材を育成することをも目的とす

る。 

神学研究科は、「キリスト教の伝道に従事すべく選ばれた

者を鍛錬する」（関西学院創立時制定の「憲法」第二款「目

的」）という関西学院創立時の基本理念を継承し、神学に

おける専門研究者の育成とキリスト教会やキリスト教主

義学校教育、社会福祉や社会活動などの領域において指導

的な役割を果たすことができる、高度な専門的知識を具え

た職業人を育成することを目的とする。併せて、幅広くキ

リスト教に関する知見を具え、多元化社会において深い見

識の下、具体的な社会や世界の問題を発見し、これと取り

組み、解決できる人材を育成することをも目的とする。 

有り 

☐無し 

 めざす学生像 変更の有無 

 【前期課程】 

・神学において専門的な知識を修得し、思索を深めている 

・各自の専門領域において、優れた特色ある研究を行う能力を有している 

・伝道者コースの学生は、礼拝の指導者、説教者、牧会者として宣教の現場で直ちに活躍しうる力量を有している 

 

【後期課程】 

・神学における専門的な学識と研究能力を有している 

・神学の専門家として社会と教会とに貢献できる能力を有している 

有り 

☐無し 

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー；ＤＰ） 変更の有無 

【博士課程前期課程】 

博士課程前期課程の教育目標を下記の通り定め、本課程に２年（４学期）以上在学して所定の単位を修得し、かつ研究指導を受けた上、修士論文を提出

して、その審査および所定の試験に合格した者に修士の学位を授与する。 

 

１．神学において専門的な知識を修得し、思索を深めている 

２．各自の専門領域において、優れた特色ある研究を行う能力を有している 

３．キリスト教の本質にふれつつ、幅広くキリスト教に関する知見を養い、多元化社会において深い見識をそなえ、具体的な社会や世界の問題を発見し、

これとキリスト教的な立場から取り組み、解決できる力量を身につけている 

４．キリスト教伝道者コースにおいては、礼拝の指導者、説教者、牧会者として宣教の現場で直ちに活躍しうる力量を身につけている。さらに、教会な

どのフィールドで経験したことを理論的に反省し、それを再び実践へと活かすことのできる能力を有している 

５．修士論文を執筆できる能力を有している 

 

 

【博士課程後期課程】 

博士課程後期課程の教育目標を下記の通り定め、本課程に３年（６学期）以上在学して所定の研究指導を受けた上、博士論文を提出して、その審査およ

び所定の試験に合格した者に博士（課程博士）の学位を授与する。 

 

１．神学の様々な分野における専門的学識を有している 

２．神学の専門家として社会と教会とに貢献できる能力を有している 

３．博士論文を執筆できる能力を有している 

有り 

☐無し 

 



2015 年度 自己点検・評価 【神学研究科】 
 

 

＜理念、目的、教育研究目標、方針等＞設定・確認シート 作成日：2016 年 2 月 19 日 

責任者 神学研究科委員長 作成部局 神学研究科 

 

Ａ票 

A-1．「理念」、A-2．「目的」「めざす学生像」「学位授与方針」に関する、適切性および検証体制・検証プロセスの確認 チェック欄 

【確認１】 
「神学研究科の人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（学則上）」は、「A-1．神学研究科の理念」に沿い、 めざす方向性

を適切に表現しているか。 

はい 

☐いいえ 

【確認２】 
「神学研究科の目的（Web サイト上）」は、A-2「神学研究科の人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（学則上）」に沿った内

容であり、社会に対して分かりやすい表現になっているか。 

はい 

☐いいえ 

【確認３】 
「めざす学生像」と「学位授与方針」は、A-2「神学研究科の人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（学則上）」、「神学研究

科の目的（Web サイト上）」と整合性が取れ、目的の実現に向けて相応しい内容となっているか。 

はい 

☐いいえ 

【確認４】 学位授与方針は、学位授与にあたり、学位授与基準および当該学位に相応しい学習成果を明確に示しているか。 
☐はい 

いいえ 

【確認５】 学位授与方針に基づく学習成果を測定するための評価指標を開発し、適切に成果を測るよう努めているか。 
☐はい 

いいえ 

【確認６】 目的、「めざす学生像」、「学位授与方針」は周知・公表されているか。 
はい 

☐いいえ 

適 切 性 の 検 証

体制を明確にし

ているか 

責任主体・組織（承認・決裁） 研究科委員会（議長：神学研究科委員長） 

検証手続き 将来構想委員会の懇談を経て、毎年４月の研究科委員会において決裁・承認（確認）する。 

決定・判断時期 毎年４月 

検証エビデンス 研究科委員会：記録 

検証プロセスを

適切に機能させ

ているか 

 ☐１．機能させている ２．機能させていない 

検証方法（指標、測定方法など） 『履修の手引き』の掲載内容（主に理念・ＤＰ・ＣＰ・ＡＰ・ＣＭ（カリキュラムマップ））を確認・把握のうえ、将

来構想委員会にて課題について懇談、研究科委員会にて整理する。 

成果 ☐成果あり （内容： ） 成果なし 

改善・伸長に向けた 計画あり （内容： 将来構想委員会、研究科委員会において翌年度の実施を検討し、決裁する。） ☐計画無し 

検証エビデンス 研究科委員会：記録 

周知・公表方法 ☐規程、規則、内規 履修心得 学院Ｗｅｂサイト ☐パンフレット、リーフレット等 ☐その他 （） 



2015 年度 自己点検・評価 【神学研究科】 
 

 

＜理念、目的、教育研究目標、方針等＞設定・確認シート 作成日：2016 年 2 月 19 日 

責任者 神学研究科委員長 作成部局 神学研究科 

 

Ａ票 

A-3 教育研究目標 変更の有無 

 

目標１ 

（タイトル）  有り 

☐無し 
神学における専門的な知識を修得し、思索を深めることのできる人材の育成 ［前期課程］ 

 （狙い・内容） 

より高度な専門知識の習得を目指し、幅広くキリスト教に関する知見を具え、かつ思索できる人材を育成する。 

 

目標２ 

（タイトル）  有り 

☐無し 
多様なキリスト教思想の知を身につけた人材の育成 ［前期課程］ 

 （狙い・内容） 

世界で展開する様々なキリスト教思想を学び、多元化社会において深い見識を養い、具体的な世界の問題を発見し、キリスト教的な立場

から取り組み、解決できる人材を育成する。 

 

目標３ 

（タイトル） 有り 

☐無し 
修士論文を執筆できる能力の育成 ［前期課程］ 

 （狙い・内容） 

神学における専門研究者の育成とキリスト教会やキリスト教主義学校教育、社会福祉や社会活動などの領域において指導的な役割を果た

すことができる、高度な専門的知識を具えた職業人を育成する 

 

目標４ 

（タイトル） 有り 

☐無し 
博士論文を執筆できる能力の修得 ［後期課程］ 

 （狙い・内容） 

 神学における高度な専門研究者を効果的に育成するべく、学位論文の執筆にむけて指導する。 

 

A-3．「教育研究目標」に関する、適切性および検証体制・検証プロセスの確認 チェック欄 

【確認１】 「教育研究目標」は、A-2「目的」、「めざす学生像」の実現に向けて、 相応しい内容であるか、適切な表現であるか。 
はい 

☐いいえ 

【確認２】 「教育研究目標」は、教育の質向上に向けた意欲的な内容になっているか。 
はい 

☐いいえ 

【確認３】 「教育研究目標」は、周知・公表されているか。 
☐はい 

いいえ 

適 切 性 の 検 証

体制を明確にし

ているか 

責任主体・組織（承認・決裁） 研究科委員会（議長：神学研究科委員長） 

検証手続き カリキュラム研究委員会の審議または懇談を経て、毎年７月の教授会において決裁・承認（確認）する。 

決定・判断時期 毎年７月 

検証エビデンス 研究科委員会：記録 

検証プロセスを

適切に機能させ

ているか 

 ☐１．機能させている ２．機能させていない 

検証方法（指標、測定方法など） 『履修の手引き』の掲載内容（主に理念・ＤＰ・ＣＰ・ＡＰ・ＣＭ（カリキュラムマップ））を確認・把握のうえ、

カリキュラム研究委員会にて課題について懇談、研究科委員会にて整理する。 

成果 ☐成果あり （内容： ） 成果なし 

改善・伸長に向けた 計画あり 

 （内容：カリキュラム研究委員会、研究科委員会において翌年度の実施を検討し、決裁する。） 

☐計画なし 

検証エビデンス 研究科委員会：記録 

周知・公表方法 ☐規程、規則、内規 履修心得 学院Ｗｅｂサイト ☐パンフレット、リーフレット等 ☐その他 （） 

 

  



2015 年度 自己点検・評価 【神学研究科】 
 

 

＜理念、目的、教育研究目標、方針等＞設定・確認シート 作成日：2016 年 2 月 19 日 

責任者 神学研究科委員長 作成部局 神学研究科 

 

Ａ票 

A‐4 教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー；ＣＰ） 変更の有無 

 神学研究科では、神学を専攻領域とし、その中に、4つの研究分野（聖書分野、歴史・文化分野、組織分野、実践分野）を設けている。学生各自が研究主題

を選び、指導教員との学問的、人格的な触れ合いによって、それを深め、学位（修士、博士）を取得できるよう、研究と教育を行っている。 

【博士課程前期課程】 

神学の専門的知識の獲得を目指し、４つの研究分野の領域において以下の教育を行うためそれぞれの科目を配置する。 

１．それぞれの研究分野における専門的知識等の修得を目指し「特殊講義」を配置する 

２．聖書を原典で読む能力の涵養のために「原典講読」を配置する 

３．神学の専門的知識に加えて言語力の向上を目指して「外国語専門書講読」を配置する 

４．教会をはじめとした現場での実習を伴う科目を配置する 

５．伝道者コースにおいては、宣教に携わる能力の涵養のため、牧会、説教、礼拝、教会経営について「演習科目」を配置する 

６．研究能力の涵養と、修士論文の執筆の指導のため「研究演習」を配置する 

【博士課程後期課程】 

１．博士論文の執筆の指導のため、「研究演習」を配置する 

２．専門的学識を深めるため４つの研究分野において「特殊研究」を配置する 

有り 

☐無し 

 

A-4．教育課程の編成・実施方針に関する、適切性および検証体制・検証プロセスの確認   チェック欄 

【確認１】 教育課程の編成・実施方針は、A-2「めざす学生像」、「学位授与方針」、A-5「学生の受け入れ方針」と整合性が取れているか。 
はい 

☐いいえ 

【確認２】 教育課程の編成・実施方針は、A-3「教育研究目標」の達成に向けて相応しい内容となっているか、表現は適切か。 
はい 

☐いいえ 

【確認３】 教育課程の編成・実施方針は、教育課程の編成や、教育内容、教育方法等に関する考え方を明確に示しているか。 
はい 

☐いいえ 

【確認４】 学位授与方針の内容を実現するために、教育課程の編成・実施方針は適切な内容となっているか。 
はい 

☐いいえ 

【確認５】 教育課程の編成・実施方針は周知・公表されているか。 
はい 

☐いいえ 

適 切 性 の 検 証

体制を明確にし

ているか 

責任主体・組織（承認・決裁） 研究科委員会（議長：神学研究科委員長） 

検証手続き カリキュラム研究委員会の審議または懇談を経て、毎年７月の教授会において決裁・承認（確認）する。 

決定・判断時期 毎年７月 

検証エビデンス 研究科委員会：記録 

検証プロセスを

適切に機能させ

ているか 

 ☐１．機能させている ２．機能させていない 

検証方法（指標、測定方法など） 『履修の手引き』の掲載内容（主に理念・ＤＰ・ＣＰ・ＡＰ・ＣＭ（カリキュラムマップ））を確認・把握のうえ、

カリキュラム研究委員会にて課題について懇談、研究科委員会にて整理する。 

成果 ☐成果あり （内容： ） 成果なし 

改善・伸長に向けた 計画あり  

（内容：カリキュラム研究委員会、研究科委員会において翌年度の実施を検討し、決裁する。） 

☐計画なし 

検証エビデンス 研究科委員会：記録 

周知・公表方法 ☐規程、規則、内規 履修心得 学院Ｗｅｂサイト ☐パンフレット、リーフレット等 ☐その他 （） 

  



2015 年度 自己点検・評価 【神学研究科】 
 

 

＜理念、目的、教育研究目標、方針等＞設定・確認シート 作成日：2016 年 2 月 19 日 

責任者 神学研究科委員長 作成部局 神学研究科 

 

Ａ票 

A‐5 学生の受け入れ方針（アドミッション・ポリシー；ＡＰ） 変更の有無 

 博士課程前期課程 

キリスト教伝道者コースにおいては、所属教会からの推薦を得られ、かつ幅広い神学的知識と思索力を有し、多様な宣教の現場で活動する高い志を持つ者 

キリスト教思想・文化コースにおいては、受洗の有無を問わず、幅広い神学的知識と思索力を有し、キリスト教が人類の歴史の中で生み出してきた思想や

文化的財などの学際的領域に興味を持つ者 

 

博士課程後期課程 

キリスト教神学に関連する研究に対して授与された修士学位に相応しい知識（語学能力を含む）と研究能力を備えて、さらに神学の様々な分野における専

門的な学識知識と思索を深め、優れた特色ある研究を行うことができる者 

有り 

☐無し 

 

A-5．学生の受け入れ方針に関する、適切性および検証体制・検証プロセスの確認 チェック欄 

【確認１】 学生の受け入れ方針は、A-2「学位授与方針」、A-4「教育課程の編成・実施方針」と整合性が取れているか。 
はい 

☐いいえ 

【確認２】 
学生の受け入れ方針は、理念・目的、教育研究目標を踏まえ、入学時に求める学生像や、修得しておくべき知識等の内容・水準等を明らか

にしているか。 

はい 

☐いいえ 

【確認３】 学生の受け入れ方針と、実際の学生募集方法、入学者選抜の実施方法は整合性が取れているか。 
はい 

☐いいえ 

【確認４】 学生の受け入れ方針は、周知・公表されているか。 
はい 

☐いいえ 

適 切 性 の 検 証

体制を明確にし

ているか 

責任主体・組織（承認・決裁） 研究科委員会（議長：神学研究科委員長） 

検証手続き 入試検討委員会での審議または懇談を経て、毎年５月の研究科委員会において決裁・承認（確認）する。 

決定・判断時期 毎年５月 

検証エビデンス 研究科委員会：記録 

検証プロセスを

適切に機能させ

ているか 

 ☐１．機能させている ２．機能させていない 

検証方法（指標、測定方法など） 『履修の手引き』の掲載内容（主に理念・ＤＰ・ＣＰ・ＡＰ・ＣＭ（カリキュラムマップ））を確認・把握のうえ、

カリキュラム研究委員会にて課題について懇談、研究科委員会にて整理する。 

成果 ☐成果あり （内容： ） 成果なし 

改善・伸長に向けた 計画あり （内容：入試検討委員会、研究科委員会において翌年度の実施を検討し、決裁する。） ☐計画なし 

検証エビデンス 研究科委員会：記録 

周知・公表方法 ☐規程、規則、内規 ☐履修心得 学院Ｗｅｂサイト ☐パンフレット、リーフレット等 その他 （入試要項） 
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責任者 神学研究科委員長 作成部局 神学研究科 

 

Ａ票 

A‐6 学生支援に関する方針 変更の有無 

 少人数教育の利点を生かし、学生各自のニーズをきめ細かく抽出し、能力や特性に応じた支援を以下の通り行う。 

 

１）個別ケースごとに支援を検討する。 

２）必要に応じて学内関連機関（総合支援センター・保健館など）との連携において情報共有し、保証人への連絡および面談の実施、本人との面談実施などを

通じて支援を行う。 

３）当該学生のプライバシーの保護を尊重したうえで、学部長室委員会や教授会において学生の動向報告として情報を共有し、支援の内容をはじめ、広く学生

への対応に関しても意見交換を行う。 

４）全学で定める方針がある場合にはそれに従い、上記に則って学生への支援を模索する。 

有り 

☐無し 

 

修学支援 

 学籍異動を希望する院生については教員（指導教員、場合によっては研究科副委員長）、事務担当者が面談を行う。 

 学費援助などの経済的支援、研究補助などを目的とした奨学金を神学研究科独自で実施する。留年者の状況把握については、

部長室委員会ならびに研究科委員会でも情報共有がなされ、対応について懇談を行い、当該院生への指導については原則、指導

教員が行う。 

 

障がい学生に対する支援 

 全学で定める方針に従い、個別ケースに応じた対応・支援を模索する。 

有り 

☐無し 

 

生活支援 

 希望する院生に対し、教員、場合によっては事務担当者も含めて面談を行う。必要に応じて学内の自立支援コーディネーター、

学生カウンセラー、医師・看護師とも連携の上、学修を継続する方法を模索する。 

 

各種ハラスメント 

 全学で定める方針に従い、授業内またはガイダンスなどにおいて周知・指導を行いつつ、個別ケースに応じた対応を模索する。 

有り 

☐無し 

 

進路支援 

インターンシップ 

 「臨床牧会実習」（夏期集中の正課科目）は、医療機関（病院）での実習科目である。患者さま、そのご家族さまとの係わり

を通じて牧会者としての自己理解を深め、その役割を明確にするとともに、そのニーズがどこにあるのかに気づき、牧会方法

について思索していくことを目的に実施しているす。 

 「キリスト教社会実習」（各学期開講の正課科目）は、社会の様々な問題（滞日外国人、セクシャリティ、ＨＩＶ等）にキリ

スト教を基盤として、あるいはクリスチャンワーカーとともに取り組む団体や福祉事業に直接的にかかわり、「いま、ここで」

の体験を元にその背景を学び、現実に起こっていることを知り、その中での声を聞き、将来の自分自身の牧会のあり方を考え

る機会になることを目的としている。 

 また正課ではないが、夏期派遣のプログラムも実施する。これは、全国各地の協力教会（日本基督教団）での奉仕を通じて

現場を体験することを目的としている。 

有り 

☐無し 
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＜理念、目的、教育研究目標、方針等＞設定・確認シート 作成日：2016 年 2 月 19 日 

責任者 神学研究科委員長 作成部局 神学研究科 

 

Ａ票 

A-6．学生支援に関する方針について、適切性および検証体制・検証プロセスの確認 チェック欄 

【確認１】 学生支援の方針（修学支援、生活支援、進路支援）は、理念・目的、入学者の傾向等の特性を踏まえた内容になっているか。 
はい 

☐いいえ 

【確認２】 

方針に沿って、修学支援、生活支援、進路支援のための仕組みや体制を整備し、適切に運用しているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はい 

☐いいえ 

【確認３】 学生の進路支援は、入学者の傾向等の特性を踏まえながら、進路選択に関わる指導・ガイダンスの実施の点から取り組めているか。 
はい 

☐いいえ 

【確認４】 学生支援に関する方針（修学支援、生活支援、進路支援）は、教職員で共有されているか。 
はい 

☐いいえ 

適 切 性 の 検 証

体制を明確にし

ているか 

責任主体・組織（承認・決裁） 研究科委員会（議長：神学研究科委員長） 

検証手続き 学部長室委員会で懇談を経て、毎年４月の研究科委員会において決裁・承認（確認）する。 

決定・判断時期 毎年４月 

検証エビデンス 研究科委員会：記録 

検証プロセスを

適切に機能させ

ているか 

 ☐１．機能させている ２．機能させていない 

検証方法（指標、測定方法など） 各回の部長室委員会・教授会での学部生の動向報告にて現状を把握の上、教授会において課題を整理している。 

成果 ☐成果あり （内容： ） 成果なし 

改善・伸長に向けた 計画あり （内容：学部長室委員会、教授会において翌年度の実施を検討し、決裁する。） ☐計画なし 

検証エビデンス 教授会：記録 

周知・公表方法 ☐規程、規則、内規 ☐履修心得 ☐学院Ｗｅｂサイト ☐パンフレット、リーフレット等 その他 （大学ポートレートなどの 

Ｗｅｂ媒体） 

 

A‐7 教員像 変更の有無 

 1. 経験豊富な優れた神学研究者であること 

2. 高い人権意識を有していること 

3. 福音主義の教職者である事が望ましい 

有り 

☐無し 

 
無しの場合どの

ように設定する

か？ 

責任主体・組織  

設定方法  

設定見込み時期  

 教員組織の編制方針 変更の有無 

 神学研究科教員組織編制方針 

 

1. 神学研究科の専任教員は、神学関係の分野において博士学位を有し、また継続的かつ発展的に研究を行う者とする。 

2. 伝道者養成という学部設立のミッションを達成するため、教員は福音主義の教職者を中心とする。しかし、神学研究の専門性の観点から、分野・業績・教

歴などを勘案して、信徒の教員を採用することを妨げない。 

3. 神学教育について豊かな経験を有する者とする。 

4. 聖書学（旧約・新約）、歴史神学・キリスト教文化、組織神学、実践神学の各分野に、適切な人員を配置する。 

有り 

☐無し 

 

（下記のことが明らかであることに留意する。） 

 ＜修学支援＞ 

  ・留年者及び休・退学者の状況把握と対処 

  ・学生の能力に応じた補習・補充教育の実施 

  ・障がい学生に対する修学支援の実施 

  ・奨学金等の経済的支援の実施 

 ＜生活支援＞ 

  ・学生相談室等、学生の相談に応じる体制の整備、学生への案内 

  ・各種ハラスメント防止に向けた取り組み 
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Ａ票 

A-7．教員像、教員組織の編制方針に関する、適切性および検証体制・検証プロセスの確認   チェック欄 

【確認１】 教員像は、教員に求める能力・資質、教育に対する姿勢等を明確にしているか。 
はい 

☐いいえ 

【確認２】 
教員組織の編制方針は、組織的な教育を実施する上において、必要な役割分担や規模（人数）、教員の専門分野やスキル構成、責任体

制、を明確にしているか。 

はい 

☐いいえ 

【確認３】 教員像・教員組織の編制方針は教職員で共有されているか。 
はい 

☐いいえ 

適 切 性 の 検 証

体制を明確にし

ているか 

責任主体・組織（承認・決裁） 研究科委員会（議長：神学研究科委員長） 

検証手続き 人事委員会での審議または懇談を経て、毎年４月の研究科委員会において決裁・承認（確認）している。 

決定・判断時期 毎年４月 

検証エビデンス 研究科委員会：記録 

検証プロセスを

適切に機能させ

ているか 

 ☐１．機能させている ２．機能させていない 

検証方法（指標、測定方法など） 教員編成方針の確認、現状を把握の上、人事委員会にて課題について懇談し、研究科委員会にて整理する。 

成果 ☐成果あり （内容： ） 成果なし 

改善・伸長に向けた 計画あり （内容：人事委員会、研究科委員会において翌年度の実施を検討し、決裁する。） ☐計画なし 

検証エビデンス 研究科委員会：記録 

周知・公表方法 ☐規程、規則、内規 ☐履修心得 学院Ｗｅｂサイト ☐パンフレット、リーフレット等 ☐その他 （） 

 


